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平
成
27
年
11
月
第
2
8
4
回

定
例
会
は
、11
月
24
日
に
開
会
さ

れ
、12
月
9
日
ま
で
の
16
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、議
案
第

1
号「
平
成
27
年
度
青
森
県
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
案
」

を
は
じ
め
、34
件
の
議
案
及
び
6

件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、三
村
知

事
か
ら
提
案
理
由
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、9
月
定
例
会
で
継
続

審
査
と
さ
れ
、決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
、平
成
26
年
度
決

算
に
関
す
る
5
件
の
議
案
の
審
査

状
況
が
小
桧
山
委
員
長
か
ら
本

会
議
に
報
告
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　

　

11
月
30
日
か
ら
3
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、12
名

の
議
員
が
登
壇
し
、主
に
、T
P
P

の
大
筋
合
意
に
基
づ
く
本
県
産
業

へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、県
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
4
日
に
は
、議
案
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
に
計
上
さ
れ
た
費

目
の
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
、答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
7
日
に
は
、各
常
任
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、本
会
議
か
ら
付

託
さ
れ
た
議
案
及
び
請
願
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
24
日
の
本
会
議
終

了
後
に
議
員
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、県
内
原
子
力
施
設
の
新
規
制

基
準
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
関
係

す
る
5
事
業
者
か
ら
説
明
を
受

け
、12
月
8
日
に
原
子
力
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、説
明
内
容
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
12
月
9
日
は
、各
常

任
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
、

討
論
が
行
わ
れ
た
後
、採
決
が
行

わ
れ
、知
事
が
提
出
し
た
議
案
34

件
、議
員
が
提
出
し
た
議
案
1
件
、

請
願
1
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
案（
約
48
億
5
2
0
0
万
円
）、

県
有
7
施
設
の
指
定
管
理
者
な
ど
を
可
決

11
月
定
例
会
の
概
要
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地
方
創
生
に
係
る
国
の
新

型
交
付
金
に
対
す
る
認
識

と
、新
年
度
の
地
方
創
生
の
取
組

に
向
け
た
知
事
の
決
意
を
伺
う
。

地
方
創
生
の
取
組 熊谷 雄一 議員

会　派：自由民主党
選挙区：八戸市

くまがい　 ゆう いち

（
三
村
知
事
）

地
方
創
生
の
推
進
に
は
、

地
方
の
積
極
果
敢
な
取
組
を
支

え
る
財
源
措
置
が
重
要
で
あ
り
、

新
型
交
付
金
に
対
し
て
は
、財
政

力
の
弱
い
市
町
村
を
安
易
に
切
り

捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
期

待
す
る
。

　

平
成
28
年
度
は
、総
合
戦
略
に

掲
げ
た
基
本
目
標
等
を
意
識
し

な
が
ら
、人
口
減
少
の
克
服
、生

活
創
造
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
一
層
加
速
・
強
化
し
て
い
く
。

政
府
の「　

総
合
的
な
Ｔ

Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」を

受
け
、本
県
農
林
水
産
業
の
振
興

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

T
P
P
対
策

（
三
村
知
事
）

政
策
大
綱
で
強
調
さ
れ
て

い
る
輸
出
の
戦
略
的
推
進
は
、産

業
力
や
地
域
力
の
強
化
が
あ
っ
て

こ
そ
成
し
得
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

競
争
力
あ
る
産
地
形
成
と
担
い
手

育
成
を
進
め
て
い
く
。ま
た
、農

林
漁
業
者
が
意
欲
と
希
望
を
持
っ

て
経
営
で
き
る
よ
う
、万
全
の
対

策
を
講
ず
る
こ
と
を
県
議
会
と
連

携
し
て
国
に
求
め
る
ほ
か
、県
独

自
の
施
策
も
強
化
し
て
い
く
。

問答

問答

総合的なTPP関連政策大綱
国が関係国との間で進めてきた、環
太平洋パートナーシップ協定（TPP）
の交渉が大筋合意となったことから、
TPPの効果を経済再生や地方創生に
直結させるために必要な政策や、
TPPの影響に関する政策目標を掲げ
た大綱。平成27年11月25日に国
のTPP総合対策本部が決定した。

用語解説

「
青
天
の
霹
靂
」の
作
付

け
に
適
さ
な
い
、気
象
条

件
が
厳
し
い
地
域
で
作
付
け
可
能

な
良
食
味
・
高
品
質
品
種
の
開
発

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

水
稲
品
種
の
開
発田中 満 議員

会　派：民主党
選挙区：八戸市

た  なか 　みつる

（
農
林
水
産
部
長
）

耐
冷
性
や
病
害
抵
抗
性

な
ど
の
栽
培
特
性
、品
質
、食
味
、

収
量
と
も
、「
ま
っ
し
ぐ
ら
」以
上

の
品
種
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、毎
年
１
７
０
組
程
度
の
掛

け
合
わ
せ
を
行
い
、有
望
な
も
の

を
選
抜
す
る
試
験
を
継
続
し
て
お

り
、今
年
度
は
一
定
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
６
系
統
に
つ
い
て
、現
地

ほ
場
で
の
特
性
を
確
認
し
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
過
剰
な

提
供
に
よ
る
介
護
給
付
費

の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

県
で
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
指
導
・
監
督
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

介
護
施
設
の
指
導

（
健
康
福
祉
部
長
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
、

介
護
保
険
制
度
の
趣
旨
等
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、講
習
等

の
方
法
に
よ
る
集
団
指
導
や
個
別

の
介
護
報
酬
請
求
の
状
況
等
を
確

認
す
る
た
め
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
お
け
る
実
地
指
導
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
る
。

問答

問答

平
成
２７
年
１１
月
第
２
８
４
回
定
例
会　

一
般
質
問

2

新しい水稲品種の試験ほ場



自動車税のグリーン化
環境対策の観点から、排出ガス及び燃
費性能の優れた環境負荷の小さい自
動車については税率を軽くし、新車新
規登録から一定の年数を経過した環
境負荷の大きい自動車については税
率を重くする（重課）制度。平成27年
度からバス・トラックを除き、重課の割
合が15％に引き上げられた。

用語解説

創業相談ルーム
創業希望者や創業間もない起業家等に対し
て、専門家（インキュベーションマネジャー）
による相談対応や各種情報提供等の創業支
援を行う施設。現在、青森市、弘前市、八戸
市、五所川原市、三沢市、むつ市の6市に7
か所設置されている。

用語解説

3

若
者
の
県
内
定
着
を
進
め

る
に
は
、魅
力
あ
る
仕
事

づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
が
、県

と
し
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

若
者
の
県
内
定
着関 良 議員

会　派：青和会
選挙区：青森市

せき  りょう

（
三
村
知
事
）

雇
用
創
出
効
果
が
期
待

さ
れ
る
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、

本
県
の
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
農

工
・
食
品
及
び
情
報
通
信
関
連
分

野
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

創
業
を
志
す
方
々
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
た
め
、　

創
業
相
談
ル
ー

ム
の
開
設
等
を
行
っ
て
お
り
、こ

う
し
た
取
組
を
加
速
さ
せ
、魅
力

あ
る
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
者
の
県
内
定
着
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
口
減
少
、高
齢
化
社
会

に
お
け
る
福
祉
・
介
護
人

材
の
確
保
に
つ
い
て
、県
の
構
想

を
伺
い
た
い
。

介
護
人
材
の
確
保

（
三
村
知
事
）

福
祉
・
介
護
人
材
の
安
定

的
な
確
保
と
定
着
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、こ
の
課
題
解
決
の
た

め
に
、「
参
入
促
進
」、「
労
働
環

境
・
処
遇
の
改
善
」、「
資
質
の
向

上
」を
推
進
戦
略
の
柱
と
し
た
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
定
着
に
係
る

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
、今
年
度
中
の
策
定
に

向
け
、全
県
的
な
推
進
体
制
を
構

築
し
、総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答

問答

県
で
は
、県
内
の
も
の
づ

く
り
企
業
が
求
め
る「
人

財
」
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、

職
業
能
力
の
開
発
向
上
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

職
業
能
力
の
開
発 鳴海 惠一郎 議員

会　派：自由民主党
選挙区：黒石市

なる　み 　けい いち ろう

（
三
村
知
事
）

各
職
業
能
力
開
発
校
に
お

い
て
、
地
域
の
職
業
能
力
開
発

ニ
ー
ズ
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映

さ
せ
る
な
ど
、職
業
訓
練
の
充
実

に
努
め
て
お
り
、
県
内
企
業
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、企
業
の
今
を

つ
く
り
、未
来
を
変
え
る「
人
財
」

の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
や
県
外
か
ら
の
移
住
者
が
所

有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、特

例
措
置
と
し
て
、　

自
動
車
税
の

グ
リ
ー
ン
化
の
対
象
と
し
な
い

（
重
課
し
な
い
）こ
と
は
可
能
か
。

自
動
車
税
の
特
例

（
総
務
部
長
）

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

は
、地
域
環
境
対
策
の
観
点
か
ら

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、本
県
特
有

の
公
益
上
の
理
由
の
有
無
を
考
慮

し
て
も
、本
県
が
独
自
に
重
課
し

な
い
税
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ

と
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

問答

問答



4

吉田 絹恵 議員
会　派：公明・健政会
選挙区：上北郡

よし  だ　  きぬ　え

平
和
安
全
法
制
2
法
の

成
立
は
、
解
釈
改
憲
に

よ
っ
て
安
易
に
集
団
的
自
衛
権
を

容
認
し
た
も
の
で
あ
り
、立
憲
主

義
が
崩
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

立
憲
主
義
に
対
す
る
知
事
の
見
解

を
伺
う
。

安
保
法
制

（
三
村
知
事
）

日
本
国
憲
法
は
国
の
在
り

方
を
基
礎
づ
け
る
最
高
法
規
で
あ

り
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

当
然
に
尊
重
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。今
回
の
法
制
化

に
当
た
っ
て
の
議
論
を
踏
ま
え
、

国
民
の
理
解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る

よ
う
、政
府
に
は
引
き
続
き
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

公
立
学
校
で
は
、立
憲
主

義
に
基
づ
く
政
治
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
く
の
か
。

憲
法
教
育

（
教
育
長
）

立
憲
主
義
の
学
習
は
、高

校
公
民
科
の
政
治
・
経
済
で
取
り

扱
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、学
習

指
導
要
領
解
説
に
は
、「
近
代
国

家
に
は
、国
民
の
基
本
的
人
権
と

国
家
の
基
本
的
な
制
度
枠
組
み

を
定
め
た
最
高
法
規
と
し
て
憲
法

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
」な

ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。各
高
校

で
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
き
、公
民
科
の

授
業
に
お
い
て
立
憲
主
義
に
つ
い

て
指
導
し
て
い
く
。

問答

問答

諏訪 益一 議員
会　派：日本共産党
選挙区：青森市

す　わ  　ます いち

平
成
26
年
度
の
産
地
直

売
施
設
の
販
売
額
が
過
去

最
高
と
な
っ
た
が
、地
産
地
消
の

一
層
の
推
進
に
向
け
た
今
後
の
取

組
を
伺
う
。

地
産
地
消
の
推
進

（
三
村
知
事
）

県
と
民
間
事
業
者
が
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る「
県
産
品

愛
用
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
展

開
や
、県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販

店
等
が
自
主
的
に
実
施
す
る
取

組
を
支
援
す
る
ほ
か
、県
産
農
林

水
産
物
を
原
料
と
し
て
手
軽
に
減

塩
を
進
め
る「
で
き
る
だ
し
」
商

品
の
新
た
な
開
発
と
販
売
拡
大
、

地
域
の
拠
点
と
な
る
産
地
直
売

施
設
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

奥
入
瀬
渓
流
の
マ
イ
カ
ー

交
通
規
制
の
取
組
状
況
と

今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

マ
イ
カ
ー
規
制

（
県
土
整
備
部
長
）

毎
年
、秋
の
土
曜
日
及
び

日
曜
日
に
マ
イ
カ
ー
交
通
規
制
を

実
施
し
て
お
り
、観
光
客
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、お
お

む
ね
好
評
で
あ
る
。

　
国
道
1
0
3
号
奥
入
瀬
青
　

山（
あ
お
ぶ
な
や
ま
）バ
イ
パ
ス
が

国
直
轄
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、マ
イ
カ
ー
交
通
規
制

に
よ
る
代
替
交
通
手
段
な
ど
の
検

証
に
取
り
組
み
、奥
入
瀬
渓
流
区

間
の
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問答

問答

観光シーズンに渋滞する奥入瀬渓流

一般質問の内容をはじめ、
本会議の内容は青森県議会の
ホームページから動画を
配信しています。
是非ご覧ください。



5

訪
日
外
国
人
観
光
客
の

増
加
の
た
め
、青
森
空
港

に
お
け
る
国
際
線
の
充
実
強
化
に

向
け
た
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

国
際
線
の
充
実

谷川 政人 議員
会　派：自由民主党
選挙区：弘前市

たに かわ　 まさ　と

（
企
画
政
策
部
長
）

青
森
・
ソ
ウ
ル
線
に
つ
い

て
は
、平
成
28
年
1
月
に
県
内
の

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
企
画

ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
、利
用
促

進
を
図
る
。

　
ま
た
、今
後
新
た
に
就
航
予
定

の
青
森
・
杭
州
線
に
つ
い
て
は
、本

県
の
知
名
度
向
上
を
最
優
先
課

題
と
し
、P
R
に
取
り
組
む
。

健
全
な
食
生
活
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、食
育

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、学

校
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
推
進

の
取
組
を
伺
う
。

食
育
の
推
進

（
教
育
長
）

各
学
校
に
お
い
て
は
、給

食
の
時
間
を
中
心
に
各
教
科
等
と

関
連
付
け
な
が
ら
、食
物
を
大
事

に
し
、食
物
の
生
産
等
に
関
わ
る

人
々
へ
感
謝
す
る
心
を
持
つ
こ
と

や
、健
康
に
良
い
食
事
の
取
り
方
、

食
事
の
喜
び
や
楽
し
さ
を
理
解
す

る
こ
と
な
ど
、食
に
関
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

問答

問答

青森県エネルギー産業振興戦略
エネルギー分野での高いポテンシャルを生
かした地域振興の実現を目指し、県が全国
に先駆けて平成18年度に策定した戦略。東
日本大震災以降のエネルギーを取り巻く環
境変化や国のエネルギー基本計画、本県に
おける現状や課題等を踏まえ、新たな戦略
を平成27年度中に策定することとしている。

用語解説

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
産
業
振
興
を

更
に
進
め
る
た
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
向
け
た
新
た
な
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、

県
の
見
解
を
伺
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消

菊池 憲太郎 議員
会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

きく　ち 　  けん　た　ろう

（
三
村
知
事
）

自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

創
エ
ネ
、畜
エ
ネ
、省
エ
ネ
を
組
み

合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
最

適
化
を
進
め
、地
元
企
業
と
自
治

体
等
が
連
携
し
た
事
業
体
を
形

成
す
る
。今
年
度
策
定
す
る
、新

た
な
　
青
森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
振
興
戦
略
で
方
向
性
等
を
示

し
た
い
。

県
内
原
子
力
施
設
の
工

程
延
期
な
ど
に
よ
り
地
域

経
済
に
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る

が
、立
地
地
域
の
経
済
活
性
化
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、県
の
見
解

を
伺
う
。

原
子
力
施
設
立
地

地
域
の
経
済

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長
）

県
は
、国
に
対
し
適
切
な

経
済
対
策
を
早
急
に
実
施
す
る

よ
う
要
請
し
て
き
た
。経
済
産
業

省
の
来
年
度
予
算
要
求
で
は
、交

付
金
の
増
額
等
の
支
援
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
が
、実
効
性
が
あ

る
か
見
極
め
、支
援
措
置
の
拡
充

を
引
き
続
き
国
に
強
く
求
め
て
い

く
。

問答

問答

昨年4月に行われた大韓航空
青森－ソウル線就航20周年記念式典
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齊藤 直飛人 議員
会　派：自由民主党
選挙区：北津軽郡

さい とう   なお　ひ　 と

用語解説

渋谷 哲一 議員
会　派：民主党
選挙区：青森市

しぶ たに   てつ かず

自
然
相
手
の
農
業
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
体
制

作
り
こ
そ
が
、国
民
の
命
を
支
え

る
農
業
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
が
、10
月
に
発

生
し
た
強
風
に
よ
り
樹
上
損
傷
被

害
を
受
け
た
り
ん
ご
に
対
す
る
果

樹
共
済
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

果
樹
共
済
の
対
応

（
農
林
水
産
部
長
）

果
樹
共
済
制
度
で
は
、樹

上
で
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
減
収

と
な
っ
た
り
ん
ご
に
つ
い
て
も
、共

済
金
の
対
象
と
な
る
が
、今
回
の

損
傷
し
た
り
ん
ご
に
つ
い
て
は
、

損
害
評
価
等
を
経
て
、平
成
28
年

2
月
以
降
、共
済
金
が
支
払
わ
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

本
県
に
若
者
が
定
着
で
き

る
よ
う
、発
展
可
能
な
新

た
な
産
業
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

一
方
、若
者
の
地
元
定
着
の
促
進

に
は
、国
の
制
度
を
活
用
し
た
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
な
ど
の
取

組
が
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
、県

の
見
解
を
伺
う
。

奨
学
金
返
還
支
援

（
企
画
政
策
部
長
）

国
で
は
、地
方
公
共
団
体

等
が
基
金
を
設
置
し
、地
元
企
業

に
就
職
し
た
学
生
の
奨
学
金
返
還

を
支
援
す
る
場
合
、基
金
の
設
置

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
特
別
交

付
税
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
た
め
、県
で
は
、現
在
、必
要

性
や
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

問答

公
益
財
団
法
人
青
森
県

育
英
奨
学
会
が
行
う
奨

学
金
貸
与
事
業
の
奨
学
金
の
返

還
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

奨
学
金
の
返
還

（
教
育
長
）

大
学
や
大
学
院
な
ど
に
在

学
し
て
い
る
期
間
は
奨
学
金
の
返

還
を
猶
予
し
て
い
る
ほ
か
、病
気

等
に
よ
り
収
入
が
な
く
返
還
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
は
、更
に
最
長

で
５
年
間
、返
還
を
猶
予
し
て
い

る
。

　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、文
書
等

に
よ
り
返
還
を
求
め
る
な
ど
、未

収
返
還
金
の
回
収
強
化
に
努
め
て

い
る
。

　
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
に
つ
い
て
、
経
済
的

な
困
窮
な
ど
の
複
数
の
問
題
を
抱

え
た
相
談
者
に
対
し
て
は
、関
係

機
関
が
連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、県
の
考

え
を
伺
う
。

生
活
困
窮
者
支
援

（
健
康
福
祉
部
長
）

複
数
の
問
題
を
抱
え
た
相

談
者
に
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
関
係

機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、青
森
県
生
活
困
窮

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
、

支
援
調
整
会
議
に
お
い
て
、関
係

者
相
互
の
連
携
を
促
進
し
て
い
き

た
い
。

問答

問答

生活困窮者の自立支援
平成27年4月に施行された「生活困窮
者自立支援法」に基づき、生活困窮者か
らの相談を受け付けた上で自立のため
の支援を実施する「自立相談支援事業」
をはじめとする各種支援制度。県内では
16か所に相談窓口が設けられている。

収穫期を迎えたりんご園
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工藤 義春 議員
会　派：自由民主党
選挙区：平川市

く  どう　 よし はる

山谷 清文 議員
会　派：自由民主党
選挙区：青森市

やま  や　   きよ ふみ

人
口
減
少
問
題
は
、市
町

村
に
お
い
て
も
最
重
要
課

題
で
あ
り
、未
婚
化
、晩
婚
化
の

現
状
を
踏
ま
え
、結
婚
支
援
に
力

を
注
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
、市
町

村
で
行
わ
れ
る
結
婚
支
援
の
成
果

を
上
げ
る
た
め
、県
は
ど
の
よ
う

に
連
携
を
図
る
の
か
。

結
婚
支
援

（
健
康
福
祉
部
長
）

県
は
、　

あ
お
も
り
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

市
町
村
や
民
間
企
業
等
か
ら
な

る
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、結
婚

支
援
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
、市
町
村

が
地
域
特
性
に
応
じ
た
結
婚
支
援

策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
。

次
期
高
等
学
校
教
育
改

革
実
施
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
学
校
・
学
科
の
在
り

方
や
学
校
規
模
・
配
置
の
方
向
性

等
の
課
題
に
対
し
、県
立
高
等
学

校
将
来
構
想
検
討
会
議
の
各
地

区
部
会
か
ら
の
報
告
な
ど
地
域
の

意
見
を
十
分
尊
重
す
べ
き
と
考
え

る
が
、県
の
見
解
を
伺
う
。

県
立
高
校
の
将
来

（
教
育
長
）

次
期
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、平
成
28
年
1
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
検
討
会
議
か
ら
の

答
申
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、県

内
6
地
区
で
の
地
区
懇
談
会
や
、

各
市
町
村
と
の
意
見
交
換
の
実
施

な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
、多
く
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

問答

問答

あおもり出会いサポートセンター
結婚を希望する方を公的に支援する
ため、県が青森県すこやか福祉事業
団を委託先として設置した組織。会
員登録を行った個人会員に対し、協
賛団体が実施する出会いの機会の創
出のためのイベント情報を提供して
いる。詳しくは同センターH P
（http://adsc.jp）をご覧ください。

用語解説

スーパーグローバルハイスクール支援事業
将来、国際的に活躍できるグローバル・
リーダーの育成を図ることを目的とした
文部科学省の事業。現在、全国で112
の高校が指定され、指定校は、目指すべ
き人物像や具体的な課題を設定し、国
内外のフィールドワークなどを通じた横
断的・総合的な学習、探求的な学習を
行う中で、生徒自身が見聞を広げ、挑戦
することが求められている。

用語解説

本
県
の
国
際
化
推
進
の
た

め
、未
来
を
担
う
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
が
重
要
と
考
え

る
が
、県
立
青
森
高
等
学
校
に
お

け
る　

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
支
援
事
業
の
成
果

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

（
教
育
長
）

本
事
業
で
は
、生
徒
た
ち

が
県
産
品
等
の
海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
や

観
光
客
誘
致
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

物
事
を
複
眼
的
に
と
ら
え
、繰
り

返
し
考
察
す
る
力
が
身
に
付
き
つ

つ
あ
る
。今
後
は
海
外
研
修
等
を

行
う
と
と
も
に
、上
級
生
か
ら
下

級
生
に
成
果
を
継
承
し
発
展
さ
せ

て
い
く
。

２
０
２
５
年
に
は
、団
塊

の
世
代
が
７５
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
と
な
る
。介
護
人
材
の

不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、そ
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
が
、

現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺

う
。 介

護
人
材
の
確
保

（
健
康
福
祉
部
長
）

本
県
で
は
約
1
4
0
0

人
の
人
材
不
足
が
見
込
ま
れ
る
が
、

介
護
分
野
の
早
期
離
職
者
が
多
い

状
況
に
あ
る
た
め
、福
祉
・
介
護

人
材
の
確
保
定
着
に
係
る
基
本
方

針
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

今
年
度
中
に
策
定
し
、求
職
者
が

魅
力
あ
る
職
場
を
選
択
で
き
る
環

境
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
。

問答

問答
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議会トピックス
topics

第２８４回定例会で可決された議員提出議案及び請願の内容

神
山
久
志
議
員
（
自
由

民
主
党
、東
津
軽
郡
選
出
）

が
議
員
在
職
25
年
以
上
の

自
治
功
労
者
と
し
て
全
国

都
道
府
県
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
第

2
8
4
回
定
例
会
で
は
、

開
会
日
の
11
月
24
日
の
本

会
議
冒
頭
、
清
水
議
長
か

ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
、知

事
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

本
県
に
お
け
る
原
子
力
施

設
の
稼
働
が
見
え
な
い
不

透
明
な
状
況
が
続
く
中
、立
地
地

域
の
産
業
経
済
へ
の
影
響
が
深
刻

化
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、本
県
の
現
況
を
踏
ま
え
、知

事
は
、今
後
ど
の
よ
う
に
原
子
力

行
政
を
進
め
て
い
く
の
か
。

（
三
村
知
事
）

国
に
対
し
、原
子
力
施
設

の
安
全
性
確
認
を
迅
速
に
進
め
て

も
ら
う
と
と
も
に
、立
地
自
治
体

の
意
向
等
を
十
分
踏
ま
え
た
経
済

対
策
を
早
急
に
実
施
す
る

よ
う
要
請
し
て
き
た
が
、県

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

立
場
か
ら
、引
き
続
き
、国
、

事
業
者
の
取
組
を
厳
し
く

見
極
め
な
が
ら
、
責
任
あ

る
対
応
を
求
め
て
い
く
。

問答

原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

質疑の様子　

表彰状の伝達を受ける
神山議員

県
内
原
子
力
施
設
の
新
規
制
基

準
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
議
員
説

明
会
（
11
月
24
日
開
催
）に
お
け

る
、関
係
５
事
業
者
か
ら
の
説
明

内
容
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
う
た

め
、原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

特
別
委
員
会
（
神
山
久
志
委
員

長
）
が
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、

８
名
の
委
員
か
ら
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

主
な
質
疑
の
内
容
は
、以
下
の

と
お
り
で
す
。

○平成28年2月第285回定例会について
第285回定例会は、平成28年2月24日（水）に開会し、3月23日（水）に閉会する予定です。
詳細な日程については青森県議会HPでお知らせします。

○本紙や県議会に関するご意見・お問合せ先について
〒030－8570　青森市長島1丁目1－1　青森県議会事務局調査課　電話　017（734）9796（直通）

県議会からの

お知らせ

神山議員が、議員在職
25年以上の自治功労者
として表彰されました。

○ＴＰＰ協定に関する意見書
（意見書の主な内容）
　国は、「ＴＰＰ交渉の大筋合意を踏まえた総合的な政策対応に関する基本
方針」において基盤整備対策等を講ずるとし、「総合的なＴＰＰ関連政策大
綱」を策定したが、県内の生産者や関係者からは、情報提供が十分でないこ
とへの不満や、経営に対する不安の声が数多くあがっていることから、国に
対し、農林水産関連施策の一層の充実及び体質強化を図り、生産者が将来
にわたり意欲を持ち、確実に再生産が可能となる対策を講ずるよう要望。

○青森県私学助成についての請願
（請願の内容）
　私立高等学校教育のより一層の充実と強化を図るため、
「私立高等学校経常費補助金の維持・拡充」、「校舎等新増
改築事業に対する助成の維持・拡充」、「生徒減少期に入った
今日、従前以上の公私協調による安定的収容を図ること」に
ついて、青森県私立高等学校保護者会連合会から請願。

意見書 請願


